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恒 心

★
安
倍
内
閣
は
東
日
本
大
震
災
の
復
興
、
2020
年
の

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
整
備
に
必
要
な
建
設
労
働

者
の
不
足
を
補
う
た
め
に
約
3
万
人
の
外
国
人
労

働
者
の
受
け
入
れ
を
検
討
し
て
い
る
。
2015
年
の
春

か
ら
実
施
す
る
方
向
で
あ
る
。
★
介
護
の
現
場
に

お
け
る
人
手
不
足
も
深
刻
で
あ
る
。
高
齢
化
が
進
み
、
介
護
を

必
要
と
す
る
人
は
増
え
続
け
る
。
団
塊
の
世
代
が
75
才
に
な
る

と
、
介
護
職
は
約
250
万
人
が
必
要
と
さ
れ
、
あ
と
100
万
人
増
や

す
必
要
が
あ
る
。
国
内
だ
け
で
、
賄
う
こ
と
は
現
状
で
は
不
可

能
に
近
い
。
★
政
府
は
女
性
の
社
会
進
出
を
促
し
、
進
出
の
障

害
に
な
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
る
配
偶
者
控
除
制
度
の
廃
止
を
検

討
し
て
い
る
。
子
育
て
、
家
事
を
外
国
人
に
任
せ
る
こ
と
も
考

え
て
い
る
。
幼
児
期
に
異
国
の
文
化
を
持
つ
人
に
任
せ
て
ま
と
も

な
日
本
人
が
育
つ
の
か
疑
問
で
あ
る
。
★
建
設
労
働
者
が
不
足

し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
日
本
の
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
が
下
請
け
企
業

に
厳
し
い
値
段
で
請
け
負
わ
せ
、
下
請
け
は
利
益
が
出
る
ど
こ

ろ
か
、
赤
字
に
喘あ

え
い
で
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
馬
鹿
ら
し
く
て

建
設
業
な
ど
や
っ
て
い
ら
れ
な
い
と
、
全
国
的
に
廃
業
が
相
次
い

で
い
る
。
こ
れ
が
不
足
の
大
き
な
原
因
で
あ
る
。
下
請
け
が
適
正

な
利
益
を
確
保
出
来
る
よ
う
な
受
注
シ
ス
テ
ム
が
欠
か
せ
な
い
。

★
介
護
職
の
賃
金
が
非
常
に
安
い
と
か
ね
て
か
ら
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
体
の
不
自
由
な
お
年
寄
り
の
世
話
は
重
労
働
で
あ
る
。

週
に
何
回
か
泊
ま
り
の
勤
務
も
あ
る
。
そ
れ
で
い
て
一
人
前
の
大

人
で
も
生
活
が
ぎ
り
ぎ
り
、
結
婚
な
ど
と
て
も
で
き
な
い
収
入

で
あ
る
。
介
護
職
の
収
入
を
上
げ
れ
ば
、
若
い
人
が
介
護
の
現

場
に
入
っ
て
く
る
。
外
国
人
労
働
者
に
多
く
頼
る
必
要
は
な
い
。

★
若
い
女
性
よ
、
み
ん
な
働
け
と
、
号
令
を
掛
け
て
も
、
自
分

は
専
業
主
婦
で
い
た
い
と
言
う
人
も
い
る
。
特
に
子
供
が
小
さ

い
時
、
出
来
る
だ
け
子
供
と
接
触
し
た
い
と
思
う
親
も
多
い
。

し
か
も
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
じ
め
地
域
社
会
を
支
え
て
い
る
各
種
団
体

の
役
は
誰
が
す
る
の
か
。
最
近
の
政
府
の
経
済
財
政
諮
問
会
議
、

産
業
競
争
力
会
議
の
方
針
は
よ
く
理
解
で
き
な
い
。

安
全
保
障
の
法
的
基
盤
の
再
構
築
に
関
す
る
懇
談
会
「
安
保

法
制
懇
」
が
、
安
倍
首
相
に
対
し
て
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使

容
認
に
つ
い
て
の
報
告
書
を
提
出
し
た
。
安
保
法
制
懇
の
多
く

の
委
員
が
、
安
倍
首
相
に
近
く
、
し
か
も
行
使
容
認
論
者
で
あ

る
た
め
に
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
に
踏
み
込
ん
だ
内
容

に
な
る
こ
と
は
、
予
想
さ
れ
て
い
た
。
安
倍
首
相
は
報
告
書
を

受
け
取
っ
た
後
の
記
者
会
見
で
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
は
限

定
的
、
自
衛
隊
は
国
連
の
多
国
籍
軍
に
参
加
し
な
い
と
表
明
し
、

海
外
で
の
自
衛
隊
の
武
力
行
使
に
歯
止
め
を
掛
け
、
国
民
の
不

安
を
和
ら
げ
た
。
今
後
は
自
民
党
、
公
明
党
と
の
協
議
の
場
で

論
議
を
重
ね
、
安
倍
首
相
と
し
て
は
、
出
来
る
だ
け
早
く
、
集

団
的
自
衛
権
行
使
容
認
の
閣
議
決
定
を
し
た
い
意
向
で
あ
る
。

歴
代
内
閣
の
集
団
的
自
衛
権
に
関
す
る
憲
法
解
釈
の
大
胆
な
方

向
転
換
だ
け
に
、
国
会
の
内
外
で
大
き
な
論
争
を
巻
き
起
こ
す

こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
国
民
に
と
っ
て
も
平
和
と
安
全
に
つ

い
て
、
真
剣
に
考
え
る
良
い
機
会
で
あ
る
。

柳井座長から報告書を受け取る安倍首相

国
の
平
和
と
安
全
を
考
え
る
良
い
機
会

安保法制懇、安倍首相に報告書提出
条件付で集団的自衛権を行使容認

安保法制懇、安倍首相に報告書提出
条件付で集団的自衛権を行使容認
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自
民
党
「
都
市
農
業
に
関
す
る
勉
強
会
」
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内
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待
っ
た
な
し
参
議
院
選
挙
制
度
改
革

最
高
裁
判
決
を
受
け
抜
本
的
な
改
革
案

合
区
選
挙
区
議
員
か
ら
不
満
の
声

避
け
ら
れ
な
い
参
議
院
選
挙
制
度
改
革

世田谷区桜ヶ丘・河原農園

平
成
22
年
7
月
11
日
施
行
の
参
議
院
議
員
通

常
選
挙
に
つ
い
て
、
平
成
24
年
10
月
17
日
に
最
高

裁
判
所
大
法
廷
で
、
判
決
が
下
さ
れ
た
。
最
高

裁
は
判
決
文
の
中
で
、
1
票
の
格
差
が
5
倍
も
あ

り
、
憲
法
の
法
の
下
に
お
け
る
平
等
に
著
し
く
反

し
、違
憲
の
問
題
が
生
ず
る
程
度
に
至
っ
て
い
る
。

出
来
る
だ
け
速
や
か
に
、
違
憲
状
態
を
解
消
す
る

た
め
に
、
都
道
府
県
を
単
位
と
す
る
選
挙
区
制
度

を
改
め
る
な
ど
、
抜
本
的
な
選
挙
制
度
の
見
直
し

の
立
法
的
措
置
を
講
ず
る
必
要
性
を
強
調
し
て
い

る
。
こ
の
判
決
を
受
け
て
、
昨
年
9
月
、
参
議
院

で
は
選
挙
制
度
協
議
会（
脇
雅
史
座
長
）を
設
置
し

た
。
協
議
会
で
は
、
18
回
に
及
ぶ
議
論
を
重
ね
、

そ
の
間
多
く
の
有
識
者
を
招
き
、
意
見
を
聴
取
し

た
。
協
議
会
で
は
選
挙
区
間
に
お
け
る
1
票
の
格

差
是
正
を
考
慮
し
つ
つ
、
一
方
参
議
院
創
設
以
来

長
年
に
わ
た
っ
て
、
選
挙
区
選
出
議
員
の
選
挙
が

都
道
府
県
単
位
と
す
る
選
挙
区
に
よ
り
行
わ
れ
、

選
挙
区
選
出
議
員
が
地
域
代
表
的
性
格
を
有
し

て
き
た
こ
と
の
意
義
や
、
地
方
の
意
見
が
国
政
に

反
映
さ
れ
る
選
挙
制
度
を
構
築
す
る
べ
き
だ
と
す

る
意
見
も
尊
重
し
た
。
そ
こ
で
選
挙
区
選
出
議
員

の
選
挙
の
見
直
し
に
当
た
っ
て
は
、
都
道
府
県
単

位
の
選
挙
区
を
基
本
と
し
つ
つ
、
議
員
1
人
当
た

り
の
人
口
の
格
差
を
是
正
す
る
た
め
、
人
口
の
少

な
い
県
に
つ
い
て
は
、
隣
接
す
る
府
県
と
合
区
す

る
こ
と
と
し
た
抜
本
的
な
選
挙
制
度
改
革
案
を
と

り
ま
と
め
た
。

参
議
院
選
挙
制
度
見
直
し
に
あ
た
っ
て
の
基
本
的

な
考
え
方

①
現
行
憲
法
の
下
で
考
え
る
。

②
参
議
院
と
し
て
、
で
き
る
だ
け
多
様
な
人
材
を

確
保
で
き
る
制
度
を
目
指
す
。

●
地
方
区
と
全
国
比
例
区
の
2
本
立
て
は
維
持

す
る
。

●
全
国
比
例
区
に
順
位
を
つ
け
る
選
択
を
可
能
と

す
る
。

③
地
域
代
表
と
し
て
の
都
道
府
県
選
挙
区
は
で
き

る
だ
け
尊
重
す
る
。

④
定
数
は
現
行（
242
名
）と
す
る
。

⑤
較か

く

差さ

は
2
倍
以
内
に
抑
え
る
。

•

国
民
総
人
口
・
1
億
2805
万
人

•

参
議
院
地
方
区
選
出
定
数
・
73
議
席

•

標
準
人
口（
1
億
2805
万
人
÷
73
議
席
）

•

1
人
選
挙
区
の
標
準
人
口
数
175
万
人

•

1
人
選
挙
区
内
の
人
口
は
、
標
準
人
口
の
2

／
3
〜
4
／
3
の
範
囲
と
す
る
。

•

2
人
選
挙
区
も（
標
準
人
口
×
2
）の
2
／
3

〜
4
／
3
の
範
囲
と
す
る
。

⑥
標
準
人
口
の
2
／
3
以
下
の
県
は
、
隣
接
す
る

府
や
県
と
合
区
す
る
。

我
国
の
都
市
農
業
は
、
大
消
費
地
へ
の
新
鮮

な
農
産
物
の
供
給
と
い
う
役
割
に
加
え
、
緑
地

代
替
機
能
、
防
災
機
能
、
教
育
機
能
、
農
業
体

験
の
場
の
提
供
機
能
、
地
域
社
会
の
維
持
機
能

等
、
数
多
く
の
機
能
を
有
し
て
い
る
。
近
年
で

は
こ
れ
ら
の
機
能
の
評
価
が
高
ま
っ
て
来
て
い

る
。
都
市
農
業
の
意
義
、
役
割
を
改
め
て
見
直

し
、
適
切
な
振
興
方
策
を
確
立
す
る
こ
と
が
緊

急
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
自
民
党
の
「
都
市

農
業
に
関
す
る
勉
強
会（
参
議
院
議
員
・
山
田

俊
男
座
長
）」
は
5
月
12
日
に
東
京
都
世
田
谷

区
、
杉
並
区
の
農
業
の
現
場
を
視
察
し
た
。
市

街
化
に
あ
る
農
地
は
、
坪
約
250
〜
300
万
円
も
す

る
と
の
こ
と
。
も
し
相
続
が
発
生
し
た
ら
、
農

業
を
止
め
る
し
か
な
い
。
そ
の
た
め
、
視
察
後

の
意
見
交
換
会
で
は
、「
今
後
も
安
心
し
て
農

業
を
継
続
出
来
る
よ
う
な
税
制
措
置
を
考
え
て

欲
し
い
」、「
市
街
化
区
域
内
の
農
地
に
つ
い
て
、

都
市
の
中
で
当
た
り
前
に
存
在
す
る
農
地
と
し

て
認
め
て
欲
し
い
」と
い
う
要
望
が
出
さ
れ
た
。

連
休
前
の
4
月
25
日
、
参
議
院
選
挙
制
度
協

議
会
の
座
長
案
と
し
て
、
抜
本
的
な
改
革
案

が
、
脇
座
長
か
ら
示
さ
れ
た
。
か
な
り
思
い

切
っ
た
案
が
提
示
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
は
予
想

し
て
い
た
が
、
事
前
に
全
く
情
報
が
入
ら
な

か
っ
た
。
当
日
発
表
さ
れ
る
ま
で
、
溝
手
顕
正

自
民
党
参
議
院
会
長
に
も
知
ら
さ
れ
な
か
っ
た

と
い
う
か
ら
、
情
報
管
理
、
箝か

ん
口こ

う

令れ
い

が
徹
底
し

て
い
た
。
も
し
改
革
案
が
事
前
に
漏
れ
た
り
し

た
ら
、
対
象
区
の
議
員
が
大
騒
ぎ
し
て
、
収

拾
が
つ
か
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
。
脇
座
長

は
「
最
高
裁
の
判
決
は
重
く
受
け
止
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
、
座
長
案
に
反
対
、
も

し
く
は
批
判
の
あ
る
方
は
、「
最
高
裁
の
判
決

文
を
熟
読
し
て
、
判
決
に
耐
え
う
る
具
体
的
な

案
を
提
案
し
て
ほ
し
い
」
と
参
議
院
自
民
党
議

員
総
会
で
訴
え
た
。
協
議
会
で
は
専
門
家
の
知

見
を
聴
取
し
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
検
討
を
重

ね
た
。
最
高
裁
か
ら
違
憲
と
判
断
さ
れ
る
こ
と

は
な
い
と
自
信
に
満
ち
た
選
挙
制
度
改
革
案
に

対
し
て
、
個
人
レ
ベ
ル
で
対
案
を
示
す
こ
と
は

非
常
に
難
し
い
の
で
は
な
い
か
。
改
革
案
が
示

さ
れ
て
か
ら
、
合
区
と
な
る
選
出
議
員
、
あ
る

い
は
地
方
の
自
民
党
支
部
か
ら
は
、
地
域
の
代

表
が
い
な
く
な
る
と
不
満
の
声
が
挙
が
っ
て
い

る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
参
議
院
自
民
党
議
員

団
で
は
、
16
日
か
ら
選
挙
制
度
に
関
す
る
年
次

別
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
開
始
、
出
来
る
だ
け
早
く
意

見
の
集
約
を
は
か
り
た
い
意
向
で
あ
る
。
選
挙

制
度
改
革
案
は
周
知
期
間
も
必
要
で
あ
り
、
遅

く
と
も
年
内
に
は
成
立
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
意
見
集
約
の
過
程
で
は
、
か
な
り
異
論
、

反
論
が
出
て
、
執
行
部
の
思
惑
通
り
、
年
内
に

改
革
案
が
成
立
す
る
か
ど
う
か
微
妙
で
あ
る
。

し
か
し
、
2
年
後
の
参
議
院
選
挙
を
考
え
る

と
、
時
間
的
余
裕
が
な
い
の
も
事
実
で
あ
る
。
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国際放送スタジオ

参
議
院
総
務
委
員
会

Ｎ
Ｈ
Ｋ
本
部
を
視
察

4
月
6
日
の
知
事
選
挙
と
同
時
に
執
行
さ
れ
る
3
選
挙
区

の
予
定
候
補
者
の
ポ
ス
タ
ー
が
完
成
し
た
。 リ

ニ
ア
新
幹
線
の

東
京
・
大
阪
同
時
着
工
を

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

両
院
議
員
会
で
決
議

発
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
現
行
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン

の
16
倍
の
画
素
数
を
持
つ
超
高
精
細
映
像
を
実

現
す
る
技
術
は
、
医
療
な
ど
放
送
以
外
の
分
野

へ
の
応
用
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
大
河

ド
ラ
マ
収
録
ス
タ
ジ
オ
は
、
昭
和
40
年
竣
工
の

最
も
古
い
建
物
に
あ
る
ス
タ
ジ
オ
で
あ
り
、
視

察
時
に
は
、
大
河
ド
ラ
マ
撮
影
中
で
あ
っ
た

が
、
手
狭
な
印
象
を
受
け
た
。
国
際
放
送
ス
タ

ジ
オ
は
、
テ
レ
ビ
国
際
放
送
の
英
語
ニ
ュ
ー
ス

等
を
行
う
ス
タ
ジ
オ
で
あ
り
、
事
務
ス
ペ
ー
ス

を
改
装
し
た
た
め
、
遮
音
等
も
十
分
で
な
く
、

放
送
に
支
障
が
生
じ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
、
約

300
名
の
ス
タ
ッ
フ
中
、
50
名
弱
の
外
国
人
が
お

り
、
緊
急
報
道
時
の
英
語
で
の
報
道
等
に
対
応

で
き
る
人
材
の
育
成
が
課
題
で
あ
る
こ
と
等
の

説
明
を
受
け
た
。
そ
の
後
、
浜
田
経
営
委
員
会

委
員
長
、
上
村
委
員
長
職
務
代
行
者
、
籾
井
会

長
、
堂
元
副
会
長
及
び
関
係
理
事
と
意
見
交
換

を
行
な
っ
た
。
委
員
か
ら
は
、
新
放
送
セ
ン

タ
ー
の
建
設
候
補
地
・
建
設
時
期
の
見
通
し
、

大
河
ド
ラ
マ
の
題
材
の
選
定
プ
ロ
セ
ス
、
外
国

籍
職
員
の
採
用
状
況
と
今
後
の
採
用
方
針
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
ワ
ー
ル
ド
Ｔ
Ｖ
の
ア
ジ
ア
へ
の
特
化
と
マ

ル
チ
コ
ン
テ
ン
ツ
対
応
の
必
要
性
、
8
Ｋ
ス
ー

パ
ー
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
後
の
放
送
技
術
の
展
望
と

今
後
の
2
Ｋ
放
送
の
取
扱
い
、
海
外
へ
の
魅
力

あ
る
放
送
番
組
展
開
の
た
め
の
現
地
化
の
必
要

性
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
職
員
の
削
減
と
番
組
制
作
の
在
り

方
、
番
組
送
出
室
の
ス
タ
ッ
フ
構
成
、
放
送
文

化
を
守
る
上
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
果
た
す
役
割
、
女
性

の
登
用
の
必
要
性
等
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し

た
。

東
京
〜
大
阪
間
を
1
時
間
で
結
ぶ
中
央
リ
ニ

ア
新
幹
線
は
、
現
時
点
の
計
画
で
は
、
平
成

39
年
に
東
京
〜
名
古
屋
間
が
開
業
す
る
も
の

の
、
名
古
屋
〜
大
阪
間
の
完
成
は
、
平
成
57
年

と
な
っ
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
東
海
の
計
画
通
り
で
あ

れ
ば
、
関
西
地
域
に
と
っ
て
、
極
め
て
深
刻
な

影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
ま
し
て
、
来
年

に
は
北
陸
新
幹
線
の
金
沢
ま
で
の
延
伸
が
完
成

し
、
金
沢
〜
東
京
間
が
2
時
間
30
分
で
結
ば
れ

る
。
か
っ
て
関
西
文
化
圏
、
経
済
圏
で
あ
っ
た

と
こ
ろ
が
、
関
東
圏
に
吸
収
さ
れ
て
し
ま
う
可

能
性
が
高
い
。
5
月
5
日
、
近
畿
か
ら
選
出
さ

れ
て
い
る
衆
参
両
議
員
が
会
合
を
開
き
、
リ
ニ

ア
新
幹
線
の
東
京
〜
大
阪
同
時
着
工
を
進
め
る

た
め
に
、
Ｊ
Ｒ
東
海
が
必
要
と
す
る
資
金
に
つ

い
て
、
国
と
し
て
財
政
援
助
を
す
る
べ
き
だ
と

い
う
決
議
を
採
択
し
た
。
リ
ニ
ア
に
関
し
て

は
、
財
政
問
題
だ
け
で
な
く
、
色
々
解
決
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
あ
る
。
環
境
問
題
、

建
設
に
伴
う
膨ぼ

う
大だ

い
な
残
土
処
理
、
名
古
屋
以
西

の
ル
ー
ト
の
確
定
等
で
あ
る
。
大
阪
ま
で
の
同

時
着
工
を
す
る
べ
き
だ
と
い
う
1
点
で
は
、
選

出
議
員
の
賛
成
を
得
ら
れ
て
も
、
京
都
か
奈
良

の
ど
ち
ら
に
駅
を
作
る
の
か
で
、
意
見
が
分
か

れ
る
。
北
陸
新
幹
線
も
敦
賀
ま
で
決
ま
っ
て
い

る
が
、
新
大
阪
ま
で
湖
西
線
、
北
陸
線
、
そ
し

て
丹
波
ル
ー
ト
と
意
見
が
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
る
。

近
畿
が
危
機
意
識
を
持
っ
て
い
る
な
ら
、
早
急

に
リ
ニ
ア
、
北
陸
新
幹
線
に
つ
い
て
、
意
思
統

一
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

去
る
4
月
22
日
、
参
議
院
総
務
委
員
会
が
、

渋
谷
区
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
セ
ン
タ
ー
に
出
向
き
、

日
本
放
送
協
会
の
事
業
運
営
に
関
す
る
実
情
調

査
を
行
な
っ
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は
、
本
年
1
月
の

新
会
長
就
任
以
降
、
役
員
の
言
動
等
に
よ
り
、

国
民
・
視
聴
者
か
ら
厳
し
い
批
判
が
多
数
寄
せ

ら
れ
、
信
頼
が
揺
ら
い
で
い
た
。
そ
の
信
頼
回

復
に
向
け
て
の
取
組
状
況
等
に
つ
い
て
、
経
営

委
員
長
や
会
長
を
始
め
と
す
る
役
員
と
意
見
交

換
を
行
う
と
と
も
に
、
老
朽
化
が
進
み
、
建
て

替
え
が
検
討
さ
れ
て
い
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
セ
ン

タ
ー
の
現
状
等
に
つ
い
て
、
調
査
を
行
な
っ

た
。
番
組
送
出
室
、
8
Ｋ
ス
ー
パ
ー
ハ
イ
ビ

ジ
ョ
ン
、
大
河
ド
ラ
マ
収
録
ス
タ
ジ
オ
及
び
国

際
放
送
ス
タ
ジ
オ
を
見
学
し
た
。

ま
ず
、
番
組
送
出
室
は
、
国
内
で
放
送
す
る

七
波
の
番
組
を
24
時
間
途
切
ら
す
こ
と
な
く
、

全
国
に
向
け
て
送
り
出
し
て
い
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
心

臓
部
で
あ
り
、
安
全
が
最
も
強
化
さ
れ
た
場
所

の
一
つ
で
あ
る
。
8
Ｋ
ス
ー
パ
ー
ハ
イ
ビ
ジ
ョ

ン
は
、
2020
年
の
本
放
送
開
始
を
目
指
し
て
、
開

●入党資格
1、わが党の綱領、政策に賛同される方
2、満18才以上で日本国籍を有する方
3、他の政党の党籍を持たない方
●党費
・一般党員・年額4,000円
・家族党員・年額2,000円
　（�家族党員になるためには、同一世帯に一般党
員1名が必要です）

現在自民党では党組織の基盤強化のため
に、「120万党員獲得運動」を進めています。
来年春の統一地方選挙や次期国政選挙を見
据えて、党勢拡大していくことが大きな課
題となっており、国会議員一人につき1,000
名の党員獲得を目標としております。是非
とも自民党の政治理念にご賛同を賜り、ご
入党いただきますようお願い申し上げます。

★自民党員になって下さい★
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一
、
韓
国
・
珍
島
付
近
で
修
学
高
校
生
が
乗
っ

た
旅
客
船
が
沈
没
し
、
多
く
の
高
校
生
が
犠

牲
と
な
っ
た
。
許
せ
な
い
の
が
船
長
は
じ
め
船

員
。
船
長
は
乗
客
の
無
事
を
確
認
し
て
、
最
後

に
脱
出
す
る
の
が
責
任
と
義
務
で
あ
る
の
に
、

乗
客
を
見
殺
し
に
す
る
と
は
。

一
、
連
休
中
に
決
ま
っ
て
起
き
る
の
が
、
山
や

海
、
川
で
の
事
故
。
特
に
子
供
の
事
故
に
は
心

が
痛
む
。
新
潟
で
子
供
3
人
、
大
人
2
人
が
波

に
浚さ

ら
わ
れ
て
死
亡
し
た
。
波
が
荒
い
と
き
に
子

供
を
遊
ば
す
親
の
気
持
ち
が
わ
か
ら
な
い
。
子

供
と
遊
び
に
行
く
と
き
は
細
心
の
注
意
が
必
要
。

一
、
京
都
は
多
く
の
観
光
客
で
賑
わ
っ
て
い

る
。
特
に
外
国
人
が
目
立
つ
。
し
か
し
ど
れ
だ

け
お
金
を
消
費
し
て
く
れ
る
の
か
疑
問
で
あ

る
。
先
日
も
ホ
テ
ル
の
ロ
ビ
ー
で
親
子
が
、
弁

当
を
拡
げ
て
食
べ
て
い
る
の
を
見
た
。
費
用
を

切
り
詰
め
た
観
光
旅
行
な
の
だ
ろ
う
。

一
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
で
女
子
高
校
生
約
270
人
が
、

イ
ス
ラ
ム
武
装
団
に
誘
拐
さ
れ
た
。
1
ヶ
月
以

上
経
っ
て
も
未
だ
に
行
方
が
分
か
ら
な
い
。
平

和
な
国
・
日
本
に
い
る
と
、
腰
を
抜
か
す
よ
う

な
事
件
で
あ
る
が
、
地
球
上
に
は
我
々
に
は
想

像
出
来
な
い
よ
う
な
事
件
が
起
き
る
。

一
、
南
シ
ナ
海
で
中
国
と
ベ
ト
ナ
ム
の
船
が
、

衝
突
を
繰
り
返
し
、
一
触
即
発
の
に
ら
み
合
い

を
続
け
て
い
る
。
海
洋
権
益
を
求
め
、
東
、
南

シ
ナ
海
全
域
が
、
我
が
海
で
あ
る
と
主
張
す
る

中
国
の
拡
張
主
義
は
危
険
で
あ
る
。
ア
セ
ア
ン

諸
国
が
中
国
を
非
難
し
た
の
は
当
然
で
あ
る
。

一
、
滋
賀
県
の
嘉
田
知
事
が
引
退
を
表
明
し

た
。
ど
ん
な
事
情
が
あ
っ
た
の
か
知
ら
な
い
。

後
継
は
民
主
の
前
衆
議
院
議
員
、
対
す
る
は
自

民
、
公
明
推
薦
の
元
経
産
官
僚
。
滋
賀
は
京
都

と
は
縁
の
深
い
隣
県
。
京
都
と
し
て
無
関
心
で

い
ら
れ
な
い
。

一
、
読
書
は
私
の
趣
味
の
一
つ
と
言
い
た
い
が
、

積
ん
読
の
き
ら
い
が
あ
る
。
我
が
家
に
は
さ
さ

や
か
な
書
斎
が
あ
る
が
、
と
う
と
う
本
が
納
ま

り
切
れ
な
く
な
っ
た
。
議
員
会
館
、
宿
舎
に
も

運
ん
で
い
る
が
、
そ
れ
も
早
晩
満
杯
に
な
り
そ

う
で
あ
る
。

選出直後議場で就任挨拶する中村新議長

や
か
な
人
柄
、
明
る
い
性
格
の
中
村
氏
、
議
会

の
円
満
な
運
営
に
力
を
発
揮
し
て
も
ら
い
た

い
。
中
村
新
議
長
は
就
任
に
当
た
り
、「
本
年

3
月
に
京
都
市
会
基
本
条
例
が
施
行
さ
れ
、
ま

た
通
年
議
会
の
実
施
初
年
度
と
し
て
、
そ
の
目

的
を
順
調
に
果
た
し
て
い
き
、
市
民
の
皆
様
か

ら
の
負
託
に
こ
た
え
、
市
民
生
活
の
向
上
と
京

都
市
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
努
め
た

い
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

橋
村
芳
和
市
会
議
長
の
退
任
に
伴
い
、
5
月

20
日
、
京
都
市
会
は
後
任
の
議
長
に
中
村
三
之

助
氏（
上
京
区
）を
選
出
し
た
。
中
村
氏
は
昭
和

27
年
生
ま
れ
で
62
才
、
小
学
生
か
ら
ボ
ー
イ
ス

カ
ウ
ト
活
動
に
入
り
、
野
外
教
育
活
動
の
プ
ロ

で
あ
り
、
現
在
も
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
京
都
第
38

団
の
委
員
長
と
し
活
躍
し
て
い
る
。
産
業
大
学

を
卒
業
後
、
小
学
校
教
諭
を
22
年
務
め
、
平
成

11
年
の
選
挙
で
初
当
選
、
現
在
4
期
目
で
あ

る
。
政
治
信
条
は
『
自
分
の
住
む
町
に
誇
り
を

持
ち
、
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る

街
づ
く
り
』。
音
楽
を
愛
し
、
後
援
会
総
会
な

ど
で
は
、
自
ら
ギ
タ
ー
を
弾
い
た
り
す
る
。
穏

「新政経懇話会」入会のお願い
「新政経懇話会」では、機関紙「えとす」
の発行をはじめ、二ノ湯さとしの政治活動を
ご支援いただける会員を募集しております。
是非、二ノ湯さとしの政治理念と主張

にご賛同いただき、ご入会下さいますよ
うお願い申し上げます。

新政経懇話会　年会費　1万円

入会申込・お問い合わせ先
二ノ湯さとし事務所　☎075-315-2228

中
村
三
之
助
氏
、
第
81
代
京
都
市
会
議
長

期
待
さ
れ
る
議
会
の
機
能
強
化

「えとす」購読のお願い

口座名：みんなで政治を考える会

ホームページを開設いたしました

毎月一回の発行です。
月刊誌「えとす」は

毎月ご希望の方は、郵便口座振替にて、
ぜひお申し込み下さい
年間購読料　1200円

郵便振替口座　01000－4－62360

二ノ湯さとし事務所
電話　075-315-2228

̶　お問い合わせ先　̶

http://www.ninoyusatoshi.com

「日本真生塾」　例会のお知らせ
第44回 6月23日㈪ 18時～21時

第45回 7月28日㈪ 18時～21時

場所：龍谷大学アバンティ響都ホール
　　　　（京都駅八条口前アバンティ9Ｆ）

＜お問い合わせは事務局へ＞（担当：奥井寛之）
日本真生塾事務局（二之湯事務所内） TEL：075-351-2228／FAX：075-315-2310

詳しくはFacebookページをご覧ください。https://www.facebook.com/nipponshinsei

日本真生塾　塾長　岡本幸治

テーマ：『凸型西洋文化の死角』
近代西洋文明とは何か。
アジアの運命を定めた近代西洋文明について考察します。

日時

場所 ホテルグランヴィア京都（JR京都駅ビル内）

8月4日月 16：00▶21：00

参議院議員二ノ湯さとし 京都府議会議員二ノ湯しんじ

お食事……3F宴会場　イベント……5F宴会場　　

16:00から20：30まで自由に入場できます。　ごあいさつ　18：30

後援会合同夏祭り後援会合同夏祭り
ご家族やお友達とご一緒に、懐かしい夏祭りの
　　　　　　　　　　　雰囲気を満喫しにおいでください。

お一人様　5,000円


